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【適正レーンコンディショングラフ】

【ミディアムコンディション】
軌道表示 PHYSIX™ IGNITION
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CA55度
フレアー幅 最大6 3/4・間隔1/8 最大6 3/4・間隔1/8

PHYSIX™ IGNITION PHYSIX™ GENESIS

CA55度

AP4 1/8 AP4 1/8

MB 3 3/4 MB 3 3/4

【レイアウト例】
R2S™ ディープソリッドリアクティブ
アトミック™ A.I.コア
Power Edge™
12～16ポンド
73-75
High
ブラック / レッド / グレイ
ストロベリーショートケーキ
2.470(15lbs)
0.055(15lbs)
0.018(15lbs)

PHYSIX™ IGNITION
フィジックス・イグニッション

【新：章夫の目】
前作は久しぶりに中間のハイブリッドを2000番で仕上げたフィジックスで、奥での動きが

少し見えにくいタイプでしたが、 今作はR2Sディープソリッドをパワーエッジで仕上げ、

手前の走りと奥での動きが見えやすいタイプに戻り、昨今のレーン状況にも合う弱い

ソリッドのポリッシュで、好まれる方が多い仕様になっています。

他の追随を許さないピンアクションも健在で、コンディションによって表面加工を変えて

使用してもらうと幅広く使えるボールになります。

テスター：石原  章夫プロ　　　　テストセンター：川崎グランドボウル

PHYSIX™ GENESIS


